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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 24 年５月 10 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので、

お知らせいたします。 

 

記 

（金額の単位：百万円） 

１．平成25年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成24年４月１日～平成24年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ）  176,000 11,000 10,500 5,000 12円 58銭

今 回 修 正 予 想（Ｂ）  179,000 17,200 17,000 8,800 22円 15銭

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   3,000 6,200 6,500 3,800 

増  減  率 （  ％  ）   1.7 56.4 61.9 76.0 

(ご参考)前期第２四半期実績

(平成24年３月期第２四半期)
178,026 14,726 14,480 9,569 24円 09銭

 

２．平成25年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当たり

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 348,000 22,000 21,000 10,500 26円 43銭

今 回 修 正 予 想（Ｂ）  348,000 25,000 24,000 12,000 30円 20銭

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   － 3,000 3,000 1,500 

増  減  率 （  ％  ）   － 13.6 14.3 14.3 

(ご参考)前期実績 

(平成24年３月期) 
350,395 20,402 18,872 8,629 21円 72銭

 

３．修正の理由 

（１）第２四半期連結累計期間 

売上高は、北米での既存品売上が好調なことや中国での製品出荷時期のずれなどにより、前回公表予想を上

回る見通しです。一方、販売費及び一般管理費は、円高の影響に加え、北米での新製品のマーケティング費用

等の発生が第３四半期以降にずれることなどから、前回公表予想を下回る見通しです。 
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これらのことから、平成25年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想を、平成24年５月10日の公表値か

ら、売上高は30億円増の1,790億円、営業利益は62億円増の172億円、経常利益は65億円増の170億円、四

半期純利益は38億円増の88億円に修正いたします。 

 

（２）通期 

売上高は、北米では為替影響はあるものの、引き続き既存品が好調に推移すると見込まれます。一方、国内に

おいて第３四半期以降に後発品使用促進の影響が大きくなることから、売上高全体では前回公表予想並みを見

込んでおります。 

研究開発費を除く販売費及び一般管理費は、第３四半期以降に、北米で営業経費が増加すると見込まれますが、

円高の影響等により前回公表予想並みを見込んでおります。研究開発費については、円高の影響も含め、前回

公表予想から減少する見通しです。 

これらのことから、平成25年３月期通期連結業績予想を、平成24年５月10日の公表値から、営業利益は30

億円増の250億円、経常利益は30億円増の240億円、当期純利益は15億円増の120億円に修正いたします。 

 

なお、最近の為替動向に鑑み、通期の想定為替レートを 80 円／米ドル（期初予想時は 83 円／米ドル）に変

更しております。 

 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、実際の業績は、今後さまざまな要因により異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 

 


